
 私たち大人も子どもと一緒に遊びを楽しみ、子どもの気持ちに沿ったことばをかけていくことで、豊かなコミュニケーションが

生まれていきます。子どもたちが「話すことが楽しい」と感じ、自分の気持ちを表現できることを目指して、サポートしていきま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの主体性を大切にし、子どもが自分から遊びやコミュニケーションを始める力（主導権）

を持つことを目標としています。大人がとるべき基本姿勢と７つのかかわり方が示されています。

大人がとるべき基本姿勢 子どもの好きな遊びのなかで 

子どもを静かに見守り、 

子どもの興味や遊びを観察し、 

子どもの気持ちや発達レベルを理解し、 

子どもが言おうとしていることに心から耳を傾ける 

 

①子どもの行動をまねる（ミラリング） 

 

 

 

 

②子どもの発声、ことばをまねる（モニタリング） 

 

 

 

 

 

③子どもの行動や気持ちをことばで言う（パラレルトーク） 

 

④大人が自分の行動や気持ちを口にする（セルフトーク） 

 

 

 

 

 

⑤間違えたことばを否定しないでさりげなく直す 

（リフレクション） 

 

⑥子どものことばを広げて返す（エクスパンション） 

 

 

 

 

 

⑦子どもに新しいことばのモデルを示す（モデリング） 

 

 

 
参考資料：「INREAL 豊かなコミュニケーションを目指して」竹田契一、「実践インリアル・アプローチ事例集」竹田契一監修 里見ら香 日本文化科学社 
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こんにちは、秋も深まってきましたね。 

言葉についての心配は多くの親御さんからお聞きしま
す。今回は、言語聴覚士等の視点から、＜ことば＞に
ついてと子どもへの関わり方を具体的にお伝えしま

す。日頃、何気なくしているやりとりを見直すことで、
子どもとの関係がよりよくなっていく…そんなヒント
になればと思っています。 
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 わんわん！ 

ワンワンがいたね 

単語なら二語文にして

返す。 

「あとで貸してね」

（って言おうね） 

 

 
例えば、「イヌ」のように、音声言語として口

から出ることばのことです。発音は、口唇や舌

を細かく動かすことを含めた体の使い方、体の

発達に支えられています。 

 

 

 

 

 

言葉の意味がわかり、発音する力があっても、③の伝えたい気持ちがなければ、〈ことば〉は音として、口から出てきません。 

②と③がそろって初めて、①のことばが生まれるのです。①ばかりに目を向けず、②や③を育てることも大切です。 

『ことばのキャッチボール』ということばを聞いたことがありますか。会話はキャッチボールと同じで、聞き手－話し手の相互作

用です。子どもの発達レベルに合わせて、やりとりが続くようなかかわりが大切です。そのようなかかわり方の一つに『インリア

ル』という考え方があります。 

 

 

『イヌはワンワンとほえる』など、イヌについ

て知っていること。 

実際に見たり触ったりする経験を重ねて、「イ

ヌ」がわかっていきます 

 

人に伝えたい気持ち、人に向かう気持ちのこ

とです。例えば、「あ！イヌがいたー！」とい

う発見や気持ちをわかってほしくて声を出し

ます。 

 

 

①話せることば（音声言語） ③コミュニケーション ②わかることば（言語・概念） 

 

実は、＜ことば＞とは、話せる言葉（耳で聞こえる言葉）だけが＜ことば＞ではありません。次の３つの要素があります。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

ことばのビル  

「ことば」が発達するために必要なことをイラストにしたものです。 

 

（引用） 

ことばをはぐくむ～発達に遅れのある子どもたちのために～  ぶどう社 中川信子著 

発達支援課のＨＰも
ぜひ、ご覧ください。 
 

 
 

お知らせ 


